
取組概要

平成29年度”KOSEN（高専）4.0“イニシアティブ採択事業

国際性および社会実装力を育む教育システムの開発
～地域ニーズに基づくアグリエンジニアリング教育をベースとして～
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本校が育成する学生像

地域社会の意向や問題点を
課題として取り入れ、

その解決策を学生自身が探り対応する

企業（国内/海外）

工業系

農業系

次世代農工系

都城高専

・共同(遠隔)授業／
実験／実習

・卒業／特別研究
・ＰＲＯＧ試験

・農学概論
・地球環境学
・生物生産実験
・植物工場の見学・実習

①学科共通教育の実施・検討、アグリエンジニアリングに関する授業/実験/実習の
実施・試行

②地元産官学組織と連携した共同教育/実験/実習/卒業研究等の実施・検討
③アジア地域の高等教育機関との国際連携事業の実施・試行

文部科学省ならびに独立行政法人国立高等専門学校機構（高専機構）は、各高専

の強み・特色ある取組を支援する“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブを実施して

います。都城高専では、その採択事業として、農業等の地域ニーズに基づく課題の

解決および地域貢献を主題として、国際性および社会実装力を身に付けた創造性豊

かな高度エンジニアの育成を可能にする教育システムを開発する活動を平成29年度

より開始しました。具体的には、本校のグローカル農工学教育研究センターを中心

として、以下の取組を実施していきます。

事例等は裏面をご覧下さい！ ■詳細は、http://www.miyakonojo-nct.ac.jp/glocalでも公開していきます。



①国際性の涵養

②社会実装力の養成

③アグリエンジニアリング科目の実施

・国際学術シンポジウムでの学生発表

・国際交流活動

・国際通信交流・授業の試行

・農工学実験・実習

平成29年度の取組事例

・学生主体での学外との共同研究

・㈱FIXERとの共同教育

step1
ニーズの把握

step4 
本物の評価を貰う

step2
サービスの開発と改善

step3
社会に導入してみる

畝つくり・マルチ張り（４月） 肥料説明（４月） サツマイモ苗植（５月）

サツマイモの成長（９月） サツマイモ収穫（１０月） サツマイモ収穫（１０月）

ビニルハウスの組立 ハウス柱の基礎 ハウスサイドの基礎

ビニル張り（サイド） ビニル張り（天井） 温度・湿度データの確認

暖房機あり 暖房機なし

ミニハウス（東都興業，HG1.4-1825）暖房機（九州オリンピア工業，
電気ヒーターユニットFRE-7（改）（2.2kW））

：温度・湿度・照度測定位置（T&D, RTR-574-S）

無線通信・データ収集

植物の育成
状況を記録

出典：http://www.innovative-kosen.jp


